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篠 田統資料 目録1'

篠 田 統 先 生 略 歴

[解説]

 先生の大阪学芸大学定年退官を記念 して,『 篠田統先生退官記念論文集』(『生活文

化研究』第13冊 篠田統先生退官記念論文集刊行委員会 ・生活文化同好会,編 集 ・発

行 1965年)が 出版された。 この本の冒頭に先生自身のつ くられた略歴が掲載されて

いる。それを原文のまま転載 したのがこの年譜の前半である。1965年 以後の後半部分

は編者の作成 したものである。中国時代 に何回か叙勲されているが,著 書の 『風俗古

今東西』のなかで,勲 章をありがたがる人間をやゆ した文章を書かれているのでこの

略歴には記さない。

 1899(明32)・9月21日 大 阪 に生。父親勤 め人 にて,爾 来転宅十数回,小 学校 も3

回 目の錦林校5年 生,明 治43年 か ら京 都に定着,そ れか らは任地 へは両親のみが巡行,

こ ちらは北 白川の梁 山泊主 にお さまる。

 1917・3月 京 都府立一 中卒。

 1920・3月 三 高(二 部乙類)卒 。

 1923・3月 京 大理学部化学科卒(指 導教官 小 松茂教授),す ぐ動物学科大学院へ

入学(指 導教官 川 村多実二教授)。

 1926・8月 Rockefeller財 団 国際研究員,並 に文 部省在外研究員 として,大 学院

在学 のまま,オ ランダUtrecht大 学 動物学教室,ド イ ッM�chen大 学 化学 教室,

及 びイタ リヤNapoli水 族 館へ留学,28年6月 帰朝。

1928・4月 Utrecht大 学 よ りDoctor in de Wisen Natuurkunde

 1929・1月 京 都大学 より理学博士。4月 より理学 部講 師(比 較生理学 ・酵素学)

と して十年間 の無給講師の第1歩 をふみ 出す。大学 院は卒業だか退学だか,い まだに

通知な く不明。或 は在学中や も不知。4月 より平 安女学院講師(家 事科学),7月 よ り

京都高等蚕糸学校講師(動 物生理生態学)を 兼 ぬ。

 1938・3月 陸 軍技師。関東軍,40年 よ り北支軍軍 医部所属。昆虫防疫。

 1945・8月 北 京衛生試験所技師,12月 内 地引揚。

 1946・4月 京 大農学 部応用植物学研究嘱託。敗残兵 に学界復帰 の途 を開いて呉れ

た応植主任今村駿一郎教授 の侠気 に感激。

 1947・5月 大 阪二師教授,次 年学大教授。 現在 にいた る。 この間大阪府衛生部
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(一年でにげ出す)・京都市衛生局(割 合ユカイなりし)嘱 託,滋 賀県立女子短大(5

年),島 根県立女子短大(11年)講 師なども兼任。現在は大阪外語大(自 然科学史)と

四条畷学園女子短大(営 養学)へ 出向いている。来る四月以降は四条畷に予約済。な

お,京 大人文研科学史研究室の共同研究班には,農 学部時代からずっとお邪魔させて

もらっている。(シ ノダ)                       0

似 下編者作成]

 1965・1月 日本風俗史学会理事に就任,以 来,生 涯をつ うじて理事にとどまる。

 1966・3月 大 阪学芸大学を定年退官。

 1966・4月 四条畷学園女子短期大学教授。

 1969・3月 四条畷学園女子短期大学教授を退職。

 1973・5～6月 台 湾で民俗調査をお こな う。

 1975・10月 日本風俗史学会 か ら 『中国食物史 』の業績 にたい して,江 馬賞 をさず

け られ る。

 1975・12月 カ リフォルニア大学バ ークレー校 で開かれた日米栄養学 シ ンポジウム

に出席,稲 作の食事文化 と栄養 に関す る研究発 表をお こなう。

 1976・5月 韓 国で民俗 調査 をおこな う。

1977・1.月 直 腸癌 の手術 を うける。

 1977・8月 EI本 風俗史学会のバ リ島研修旅行 に参加。

1978・8月10日 死 亡。
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